
リコール届出日：平成２８年　７月２２日

リ コ ー ル 届 出 番 号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

改 善 措 置 の 内 容

不 具 合 件 数 事故の有無

発 見 の 動 機

型  式 リコール対象車
の台数

備 考

QTG-RU1ASCA 「日野セレガ」 RU1ASC-41757～RU1ASC-41869 81

平成28年 4月 7日～平成28年 6月 3日

QRG-RU1ESBA RU1ESB-41767～RU1ESB-41828 52

平成28年 4月14日～平成28年 6月 9日

LDG-RU8JHBA RU8JHB-40411～RU8JHB-40426 16

SDG-RU8JHBA 平成28年 4月12日～平成28年 6月 2日

（製作期間の全体の範囲）
(計 4 型式)    (計 1 車種) 平成28年 4月 7日～平成28年 6月 9日 (計 149 台)

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

日 野

車 名 リコール対象車の車台番号
の範囲及び製作期間

通 称 名

日野自動車株式会社
代表取締役社長  市橋　保彦

自動車使用者及び自動車分
解整備事業者に周知させるた
めの措置

制動装置（ブレーキホース）

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、運転者席左側ドア開口部のシリアルナンバープレート
  付近に№３８６４のステッカーを貼付する。

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。

１件

市場からの情報による。

リ　コ　ー　ル　届　出　一　覧　表

３８６４

　全車両、当該ホース接続部の締付けトルクを点検し、トルクが不足している
ものは正規トルクで締め付ける。なお、その際パッキンを新品に交換する。

　大型バスにおいて、フロントブレーキホースの締付け作業が不適切なため、
接続部の締付け力が不足しているものがある。そのため、そのまま使用を
続けると、接続部が緩んでエアが漏れ、最悪の場合、制動力が低下する
おそれがある。

平成２８年　７月２２日リ コ ー ル 開 始 日

問い合わせ先：お客様相談窓口
TEL 0120-106558

基準不適合状態にあると認め
る構造、装置又は性能の状況
及びその原因

なし

連絡先 自動車局 審査・リコール課

リコール監理室

TEL 03-5253-8111 内線 42354

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp


